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t£ て、 平成27年度ですが、 人事関漣では4月 l 日付で、 英務系J住教捜に佐々木香織先生が潜任

しました。 また、 開店、 大島稔教護〈英語）、 斐時教授（t:p倒語）が特妊教授；こ就｛壬しま

他方、 裁に残急な ことに、 スペイン器系の僅林洋一准教設が、 ヱド年援米をもって、
教義教脊学生支援機事警に転おいたします。 また、 10月に辻、 ダニエラ ，カルヤヌ教授〈英語〉が

ル…マニアでの研修を終え、 代わって ショ ー ン ・ クランキ … 教設｛奨言語）が1年間のサパテイカ

Jv K入りました。 研修地はミシガン大学等で、 研究テーマは fLanguage Assessment and

Materials DevelopmentJ です 。 的の海外出張・研修については、 米尾一覧のとおり

次におL (Blended learning） プロジェクトですが、 これはのnline 学静と対面授業をブレンド

しい試みで、 平成26年肢の多目的 教室の整備に続昔、 同年度末の3月には、 1)

ジョン・サ ーマン教護（英語）が、 お披露目の模擬授業を行い日夜した。 ζれを皮切りに、

BL授業と運営襲業との夫、｝環比較、 学生 に よる小揚水犠舘の英語ガイ ドの作成指導、 ま
すBLT (Task-Based Language Teaching） 学会での発表等、 務方的にプロジェクト

しました。 また、 6 f3 にはハワイ大学むマルタ・ゴンザレス礎教捜に講演いただき、そのハ

じめ、 トランシルヴァニア大学、 ジョージア大学と、 双方向準語捜業を試行しま
デジタルタスク議は、年内にはコンテンツ制作数 70以上をクリ アし、 そのいくつ

かはおLのホームペ ー ジよりご驚いただけます（本学H P の 「Active learningJ よりお入りく

ざい）。

他方、 BLの前身となるEL (e-1削ming） は、 現在はTOEIC対策捜業で継続展開されてい

TOEIC IP テストのこれまでの平均後見ると、 1 年生は526 点（2012）、 536 点（2013）、 528 点（2014)

で、 2年生法544，煮詰013), 531 点 （2014）でした。 総括するに誌ヂ… タ不定ですが、 機して、（1)

2年次に議持された成績の伸びが見られな い、（2）その結果、 2年次の再題修者数が懇定以上と
ている、 と言えます。 今後の喜楽器としては、 オリジナル関轄の見穫し、 特に｛ま得点者iこ対す

るフォロ一 、 逆に高得点者向けの発展的設業などが挙げら
次に潟大連携では、 10月と12}:I に、 Af!.J 11南高校の1 年生 40名、 岩内高校の1 、 2 年生30名を

それぞれジョン ・ サ …マン教授、 中津川雅宣学術研究員（国際交流センター）
語の披梁紹介を行いました。 また8月のオープンキャンパスでは、模撮講義として、ジョン

マン教護が fHaving Fun with English LearningJ を、 ショ… ン・クランキ ー 教護が
Passive to Active: Becoming a Better User of EnglishJ を千子いました。
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一般市民向けには、 本年度も「外国人による集中外国語講座Jを開講し、 ジェイミ ー・ ケンプ

講師（英会話）、 李鉄君講師（中国語）、A.B.スペヴ
、
ァコフスキー講師（ロシア語）、 岩揮マリア

講師（スペイン語）、李賢唆准教授（朝鮮語） が、 それぞれ計10回の講義を行いました。 また、

ケンプ講師には、 小樽協会病院の職員を対象とする特別英会話講座もご担当いただきました。 さ
らに、 生涯教育に役立てていただくため、 夜間主コースのドイツ語、 フランス語、 中国語、言語

学、 言語文化論を、通常授業公開講座としました。

中 ・ 高の学校教育については、 本学出身の教員による第28回「教職研究会Jを、 大島稔会長の

下、12月12日、言語センタ ーを会場に開催しました。 本学からは中津川雅宣学術研究員が「英語
科におけるアクティブ・ラーニングの現状と将来jを発表し、ジョン・ サーマン教授がBLプロジェ

クトについて報告しました。 また、7月の教員免許状更新講習では、 英語系教員5名が、 「英語に

よる教授法（TETE） ー コミュニカティヴな授業のための教材作成とヒント」をテーマに講習指

導しました。
その他、 2010年から続くショーン ・ クランキー教授の「English Lecture SeriesJが、 本年度

も11名のゲストスビーカーを迎え、計86回を数えるに至りました。 また、例年の「東北 ・ 北海道

地区大学等高等 ・ 共通教育研究会」（第65回大会、 8月、 山形大学） には、 言語センタ ーからは
李賢峻准教授が出席しました。

最後に、本学特任教授の江口修先生が、平成28年3月末をもってご退任なされます。 江口先生

には昭和53年の本学赴任以来、フランス語関連科目のご担当はもとより、 第2代言語センタ ー長
として、実に4期8年（H5.10.l.～H13.9.30） の長きにわたり、本センタ ーの基盤固めから今に

至る言語教育の道筋を示していただきました。 この場を借りて心よりお礼申し上げます。

平成27年度海外出張 ・ 研修一覧（平成27年3月～平成27年12月末、j度航JI慣）
優勢マーク ・ ホルスト教授「英語教育に関する資料収集」（ラオス国立大学、H27.3.1.～3.16.) 鯵イブラ
ヒム ・ ファロウク准教授「CLASS 35th Annual Research Conference 2015J （グアム大学、 H27.3.9.
～3.13.) 鯵表時教授「外国語教授法等に関する調査、資料収集J （華東師範大学他、日27.3.14.～4.1.)
鯵ショーン ・ クランキー教授「13th Conference on British and American studies参加」（トランシル
ヴァニア 大 学、H27.5.7.～5.13.）⑨高野寿子 教 授「27th European Summer School in Logic,
Language and Information 参加J （ボンベイ ・ ファブラ大学、H.27.8.2.～8.17.) ＠マーク ・ ホルスト
教授「グローカル人材育成プログラム ・ 国際交流に関する打ち合わせ」（マラヤ大学、H27.8.8，～8.14.)
⑫山田久就教授「アパール語、ロシア語、他の諸言語に関する資料収集」（ロシア連邦国立図書館他、
H27.8.22.～9.12.) 鯵斐l時教授「外国語教授法等に関する調査、資料収集」（北京語言大学他、H27.8.25.
～9.16.) 鯵ショーン ・ クランキー教授「グローカル人材育成プログラム構築に関する打ち合わせおよび
国際学術交流J （オタゴ大学、日27.9.5.～9.13.) 窃副島美由紀教授「ベルリン国際文化祭参加、文献収
集J （ベルリン祝祭劇場、ベルリン国立図書館、H27.9.6.～9.26.) ⑫李賢唆准教授「韓国白語日文学会
参加J （ソウル女子大学、H27.9.ll.～9.20.) 窃ジョン ・サーマン教授「the 6th Biennial International
Conference of Task-Based Language Teaching, TBLT 2015参加J (Jレー ヴェン ・ カトリック大学、

H27.9.14.～9.19.) 鯵斐時教授「中国語教科書出版に関する調査、資料収集」（揚州大学、H27.10.10.
～10.16.) 鯵李賢峻准教授「《戦後70周年記念〉雀承喜国際学術セミナ ー参加J （淑明女子大学、
日27.10.28.～11.1.) ＠ダニエラ ・ カルヤヌ教授「打合せ、資料収集」（ブカレスト大学、日27.10.30.
～11.7.)
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